
　　　　　　　　　集計表　　　　　数字は％

項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｒ元
（Ａ＋Ｂ）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｒ元
（Ａ＋Ｂ）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｒ元
（Ａ＋Ｂ）

1 子どもは，学校に行くのを楽しみにしている。 59 34 6 1 2 92 61 26 12 1 90 あまり楽しくない」「楽しくない」と答えた児童への個別の見取りや支援を大切にしていく。また、児童の自己有用感が高まるように活
躍の場や認める場を増やしていく。

2
子どもは，授業に落ち着いて取り組んでいる。（授業
参観等から）【教職員は「積極的に」】 88 28 50 22 0 74 全員が考えを表出しやすいように、答えが明確な発問からステップアップするようにしている。挙手以外にもノートやワークシートなど

での見取りを大切にしてきた。

3
子どもは，生活の中で環境を大切にして行動している
(節電，節水，ごみの減量，残さず食べる等)。 23 55 19 3 3 73 61 28 8 4 92 感染症対策で、換気を重視した上で冷房を使用しているなど、今までのエコ意識とは変わってきているが、新しい生活様式の中でで

きるエコ意識を高めていたい。

4
子どもは，家で読書に取り組んでいる。【児童・教職
員は「学校で」】 47 21 46 18 15 64 36 43 21 0 71 図書委員会のイベントを楽しみに図書室に行く児童が多かった。読書数の個人差の解消を進めるため、教師自ら進んで声をかけた

り、授業で図書室を活用したりしていく。

5
子どもは，学年目標時間(10分間×学年以上、１年生は
20分間)以上の家庭学習（宿題・読書を含む）にきちん
と取り組んでいる。

41 36 17 5 1 80 59 29 7 5 86 50 50 0 0 65 ８割の児童は、宿題等の家庭学習の習慣が身に付いている。漢字・計算ステップアップ週間を利用して学習習慣を身に付けさせる。

6 子どもは,将来の夢や希望をもっている。 39 45 14 2 7 82 64 13 11 12 83 自分の目標や夢をもつことの素晴らしさを、道徳や総合の学習、日々の生活の中で気付かせていく。また、学習面・生活面において、
児童をよさを認める機会を多く作り自己有用感を高めていく。

7 子どもは，家庭や地域でしっかり挨拶をしている。 40 48 10 1 1 86 61 26 12 1 89 20 80 0 0 60 ６年生が率先してあいさつ運動に取り組んでいる。運動場で全校に向かってあいさつをした後も、各教室を回ってあいさつをするなど
運動を広めてくれている。

8
子どもは，学校生活や帰宅後の遊び等で，友だちと仲
良くしている。 58 38 2 1 4 95 68 18 12 2 84 友達アンケートや、日頃の観察などから児童の実態を把握し、きめ細かな指導を行う。「キラキラカード」や「ありがとうカード」などの

取組も継続して行っていく。

9
子どもは，何があってもいじめは絶対にしてはいけな
いとよく分かっている。 65 32 2 0 2 97 どんな理由があっても、いじめはいけないということを繰り返し指導し、理解させていく。担任・級外に関係なく、学校全体で児童に目

を配り、報告・連絡・相談を徹底して指導の共通理解・共通実践を図っていく。

10 子どもは，朝食をしっかり摂っている(複数の献立)。 51 35 12 3 0 85 81 11 6 2 93 早寝・早起き・朝ご飯について啓発し、家庭と協力した取組を工夫する。保健便りや給食便りを通して、情報発信をしていく。

11
子どもは，起床，就寝，テレビ･ゲーム等の時間を守っ
ている。 24 36 26 14 1 60 保健室からの「いきいき生活アンケート」の結果から、個別の聞き取り・相談を行って児童の実態把握する。休校中は「ステップアップ

カレンダー」で、テレビ・ゲームの時間が長くならないよう、チェックをした。今後も生活習慣を見直す取組を行っていきたい。

12
子どもには，頑張っているところや良いところがあ
る。 77 22 1 0 0 98 34 34 19 14 70 意図的に褒める場を増やし、児童一人一人に自信や自尊感情を持てるようにしていく。今年度は、６年生が児童玄関に「キラキラ

カード」を入れるポストを設置し、お昼の放送で全校に紹介している。

13
子どもは，家庭での仕事(手伝い)を行っている。【児
童・教職員は「学校での仕事や活動」】 39 42 15 3 0 82 69 25 5 1 92 26 63 5 5 85 中・高学年では、学級会や委員会等を活用し、児童から意見を出し合って案を出し、企画・運営するものがいくつもあった。自分たち

で企画・運営できたことについて認め合い、褒めていくための機会や場をを工夫していく。

14
先生は，子どもの困ったことや悩みに対して相談に
乗っている。 46 46 6 1 15 92 76 17 4 3 92 友だちアンケートに「担任と話したいことがある」を付け加えた。保健室前には悩み事の手紙を投函する「心のポスト」を設置してい

る。気になる児童や配慮が必要な児童については、教師から積極的に声かけを行い、スクールカウンセラーとの連携も図る。

15
先生は，子どもの頑張りや力の伸びを適切に認めてい
る。 52 44 3 1 11 96 75 18 4 3 92

よいところを認め合う「キラキラカード」を児童も教師も活用した。教師が児童を認めることを継続しながら、児童が相互に認める場を
意図的に設け、認め合える集団づくりを目指す。

16
先生は，子どもの間違った言動をきちんと指導してい
る。 50 46 4 1 14 94 83 12 2 2 94 37 53 11 0 85 これからも、その場でしっかり指導できるように意識を高めていくとともに、どこが間違っていたのかを児童が理解できるような指導を

心がけていく。職員間での共通理解を図り、どの職員でも共通し一貫した指導を心がけていく。

17
学校は，ホームページやお便り等で教育方針や子ども
の様子を分かりやすく伝えている。 37 59 3 1 4 96 37 42 21 0 85 学校では、毎月の学校だより、学年だより、保健だより、また、ホームページ等で、学校の様子や児童の様子を具体的に知らせてい

る。休校中の学習や課題のお知らせについても、ホームページを通じて伝えることができた。

18
学校は，交通事故や不審者等から自分の身を守る方法
について子どもに指導している。 45 52 3 0 5 92 避難訓練などの指導について、学校だよりやホームページ等で保護者に知らせている。自転車ヘルメットや防犯ブザー（笛）の所持

率を保護者に知らせ、家でも安全について子どもと話し合う機会を作ってもらう。

19
学校は，家庭からの連絡や相談に対して適切に対応し
ている。 54 41 5 0 5 97 39 50 11 0 95 保護者から信頼していただける学校になるよう、努力を継続していく。スクールカウンセラーや専門機関等の協力も得て相談体制の

充実を図る。

20
学校は，施設や設備などの環境整備を十分行ってい
る。 42 55 2 1 4 94 25 75 0 0 100

１ケ月に一回、定期的に安全点検を行っており、感染症対策も意識し、全職員で校舎内外の環境整備に目を配っている。危機に対
する事前の予防や感染症対策等をする上の、時間や人手を確保するため、町教委と連携し、スクールサポートスタッフ等の導入を
行った。

21 学校は，いじめのない学校づくりに取り組んでいる。 39 56 4 1 10 93 44 50 6 0 83 これまでも一貫した姿勢で取り組んできているが､さらに継続して、未然防止・早期対応を心掛け、学校全体で共通行動をしていく。い
じめ対応アドバイザーの先生との連携も図っていく。

22 学校は，ＰＴＡや地域とよく連携している。 97

23
家庭では，学校から配られる文書(学校便り，学年便り
等)をきちんと見ている。 47 47 5 1 1 91 学校から情報を発信し、家庭と協力した取組になるよう努力していく。休校中は、学年だよりを直接配付したりホームページや配信

メールを活用したりしてしてお知らせすることができた。

24
家庭では、子どもの家庭学習の習慣づくりに心掛けて
いる。 36 52 12 0 2 88 ステップアップ週間の取組をさらに充実させる。家庭と協力しながら児童の学習習慣づくりを行っていく。

25
家庭では，生活習慣(早寝・早起き・朝ご飯，テレビ・
ゲーム時間等)づくりに心掛けている。 33 54 11 1 2 86 保健便りや給食便りを使って学校から情報を発信し、家庭と協力した取組になるよう努力していく。休校中は「ステップアップカレン

ダー」を使って、児童に呼びかけることができた。

26 家庭では，学校や友だちのことを家族で話している。 57 38 5 0 0 93 今年度は参観日や懇談会を行うことができていないため、児童の様子が伝わるよう、それぞれの学年や担当がホームページ等で学
校での様子をタイムリーに発信していく。

27 わが家は，学校行事やＰＴＡ活動に参加している。 83

　　　保護者　　 児童 教職員

　　　　　　　令和２年度　前期学校アンケートの結果（７月実施）　　　　 １０月１日（木）　　　　　内灘町立清湖小学校

　保護者アンケートにご協力をありがとうございました。アンケート結果を、児童アンケート・教職員アンケート及び、昨年度（令和元年度７月）のアンケート結果（Ａ＋Ｂ）と比較できるよう並べてみました。ご覧ください。
　保護者アンケートより、多くの項目でA+Bを選んだ方が80％を超え、本校の学校教育にご理解いただけていることがうかがえ、ありがたく存じます。改善が必要なことにつきましては、方針を示して取り組んでいきます。これからも保護者の
みなさまの信頼に応えられるよう、子供達の健全育成に家庭・地域とともに取り組んでまいります。ご理解とご協力をお願いいたします。
　なお、裏面には、保護者の皆様からお寄せいただきましたご意見と、それに対する学校の考えを載せました。
 ※保護者アンケートの割合（％）は、Ｅ(判断しにくい)については、全体（Ａ～Ｅすべての合計）の中での割合、Ａ～Ｄについては、Ｅを抜いた数字（Ａ～Ｄの合計）の中での割合です。

考察・改善に向けて

長子配布



 

 

ご

意

見 

【学習面（朝学習も含む）について】 
〇休校時には、一軒一軒お忙しい中宿題を持ってきてくださり本当にありがとうございました。休校中もだらけることなく過ごすことができました。（同意見１） 
○長い休校中、子どもの家庭学習について不安がありましたが、先生が宿題について細かく指示してくれたので、迷うこともなく課題に取り組むことができまし
た。宿題の中にパズルなど、家族で楽しめるものもあり、子どもとコミュニケーションを増やすこともできました。ありがとうございました。 

○休校中たくさんの宿題が出ましたが、記載内容が曖昧だったり、情報が分散していたりと、何が宿題なのかが分かりにくかったです。 
○今年はコロナの影響で臨時休校が続きましたが、毎日元気に通う様子に安心しております。担任の先生は細かい部分までご配慮くださり、保護者としても感謝
しております。 

〇コロナのため授業参観等がなく様子が分からないので、コロナ対策もあり大変かと思いますが、違う形でも子どもの様子が分かればうれしいです。（同意見２） 
○コロナのため、勉強の進みが遅れましたが、その遅れをどんな形で補填していくのかが知りたかったです。現在の学習の進み具合などでもよいのでお知らせ等
考えていただければと思います。 

○学級通信を担任の先生が書いてくださりとても感謝しています。（授業参観など行事がなくなって、学校での様子も見る機会がないので特にありがたいです） 
〇毎日の宿題での音読は、親子のコミュニケーションになっているので続けてほしいと思います。連絡帳で、学校の様子を教えていただきありがとうございます。 
〇ステップアップ週間をぜひ継続してほしい。正確に行う事は心がけているようだが時間内に集中して行う練習がありがたい。（同意見６） 
○ステップアップ学習のような自分から学習に取り組もうとする事は、継続することで習慣になると思うので、期間を長くしてもよいと思います。 
〇学校生活になれるか心配していましたが、毎日楽しそうです。ひらがなもきれいに字が整ってきました。いつもありがとうございます。 
○イベントが少ない中、小さなイベントでも楽しみにしているようです。社会での見学も楽しみで仕方ないようです。学校の事はとてもよく話してくれています。 
○今年度から、高学年において教科担任制を始めたと伺いました。それによる成果を、来年度の全国学力調査の結果が出た後でも構いませんので、ぜひ公表して
ください。非常に興味があります。 

〇連絡帳を子どもが書いて、先生と親が印をするのはよいと思います。本人がやる気になって自分で進んで宿題をしています。 
○図書館でのイベントを楽しみにしていますので、続けていただきたいです。 
〇道徳の時間に自分の意見を言ったら、先生やお友達が反応してくれてうれしかったと言っていました。人前で発言する自信がなく、発表することに本人なりに
勇気を出していたと思いますが、聞いて認めてもらうことで安心感につながったようでした。ありがとうございました。 

○先生の赤ペンの言葉の数々に息子は励まされ、やる気アップにつながっていると感じています。いつもありがとうございます。 
〇気になることがあり、連絡帳に書かせていただくと、担任の先生から電話がありすぐに対応していただいています。文章では伝わりにくい部分もあるため、す
ぐに対応して解決していただき、とても感謝しています。1 年生で先生の話を理解できていないところもあるようで、宿題プリント等、何を書けばいいのか分
かっていない時があるので、連絡帳にメモを取らせるなどした方がよいと思いました。 

○昨年すごく苦手だった漢字が、今年は先生のおかげで自信がつきました。家でも取り組んでいたのに、テストの内容がやってきたプリントと違ったのが昨年で
した。1 つのことが自信になりやる気につながります。先生には感謝の気持ちです。 
○自学ノートは、楽しく自分なりにまとめる力や考える力がついてよいと思います。内容はともかく、自分でやろうとする姿が見られてうれしく思っています。
現在反抗期のこともあり、親子の距離感が難しい年頃ですので、学校で先生は同級生に認められたことがうれしかったようです。 

○英語教育にもっと力を入れてほしいです。 
○宿題の内容等、本人がきちんと理解していないことがあるため、自宅でも教え伝えるために何か改善策を考えていただきたいです。 
○宿題プリントの裏に答えがあるのはどうかと思う。子どもが自分で丸付けをする分にはよいのかもしれませんが、考えずに写して終わっていることがある。 
○以前、絵の具セットを自宅に持ち帰ったとき、使用した雑巾や筆が濡れたまま入っていました。別の時（長期休暇）に持ち帰った時は雑巾がカビだらけでした。
子どもに確認したところ、使用したら洗った後そのまま片付けをするとの事でした。濡れたまま収納すると菌が増えて衛生的にどうなのかと思うのですが、乾
かしてから片付けない理由は何かあるのでしょうか。 

回

答 

●学校での様子について、ホームページでも発信していますので、ご覧ください。11 月教育ウイークにて、地区別による授業参観を行います。 
●４・５月の休校がありましたが、夏休みの縮小や行事の削減により、９月末には授業の遅れを取り戻せています。 
●ステップアップ週間は、子どもの基礎学力定着のため、今後も継続していきます。保護者の皆様には、丸付けやコメントなどのご協力をいただき、ありがとう
ございます。期間については保護者の方の負担も考えて検討していきます。 

●宿題は連絡帳等で伝えていますが、学年に応じて伝え方を工夫していきます。丸つけの方法についても本人の学力向上につながるよう、指導していきます。 
●学習用具の管理が十分でなく、申し訳ありませんでした。絵の具セットや習字セットのぞうきんや筆は、濡れたまま片づけないように指導していますが、学年
によっては難しいことがあるかもしれません。今後、十分気を付けて管理していきたいと思います。 

ご

意

見 

【生活面について】 
○毎朝、校長先生自ら横断歩道に立たれて、子どもに「おはよう」と声をかけているのが、すばらしいと思います 
○校長先生はじめ各先生方は子どもたちの学校生活のコロナ予防対策について、いろいろ気苦労されておられるかと思います。保護者として感謝しております。 
〇ほほえみグループ等縦割りの環境で、上級生の立派な姿を見たり、よいところをほめてもらえるところが、本人の自信につながったり、よいお手本にできる機
会になっていると思います。（同意見 1） 

○登下校時、自転車などの交通マナー教育をもう少し徹底していただけると助かります。当地域だけなのかもしれませんが交通マナーがひどい。（自分の子どもも含
め）自分の家庭だけで指導するだけでは限界を感じています。（現在我が家の課題です）交通安全については、学校と地域の連携をもっとしっかりやってほしい。 

○子どもたちが学校で実践している感染症対策がありましたら、お便りなどで情報提供いただけますと助かります。 
○毎日とりあえずマスクはしているのですが、マスクの管理ができていないと思います。一時的に外したマスクをポケットに入れたり、鼻マスクやあごマスクに
なっていたりとよく目にします。マスクの意味がないと思うので、マスクの正しい使用方や外したマスクの管理（マスクケース等に入れるなど）、学校で指導
していただけたら嬉しいです。（家ではどんなに言ってもなかなか聞いてくれないので） 

回

答 

●ほほえみ活動は、今年度は３密を避けるため、なかなかグループで活動することは難しいのですが、今後も工夫しながら子どものよいところを認め、子ども達
の自己肯定感を高めていきたいと考えます。 

●自転車を含めた交通安全に関しては、危険な場面を見かけたり、危険なことをしているという情報が入ったりした時に、その都度指導を行っています。交通マ
ナーについて、危険だと思われた時には、ご遠慮なく学校までお知らせください。 

●感染症対策として、学校ではマスク着用、手洗いの徹底、３密の防止に特に力を入れて指導しています。マスクケースについても、児童に持たせるようにしま
した。マスクの正しい付け方や管理についても、継続して指導していきます。 

ご

意
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【その他】 
○アンケートに際し、困っている事はないか聞いたら（自分も含めて）ふざけて先生の話聞こえん時あるけど、でもこれはクラスの問題やからお母さんに言って
もしょうがないやろと言われました。「自分たちみんなで考えることやから」と言われて、子どもながらにクラスの一員としての自覚と責任を持っていること
が、頼もしく感じました。学校では困ったことなどを他人事にせず、よりよいクラスや学校生活を自分たちで考え作っていこうと指導してもらっているのだと、
うれしく感じました。 

○今年は新型コロナウィルスのため、例年と同じことができないとわかってはいたのですが、楽しみにしていた合宿がなくなったこと、とても残念です。小学校
最後の年が何も思い出なく終わってしまうのではないかと思い、とても残念です。先生方も感染症対策等大変だとは思いますが、できるだけ心に残る 1 年にな
るよう、中学に向けて自信が持てるよう、6 年生らしいことを体験できるようにしてもらえたらうれしいです。（同意見 1） 

○小学校生活最後の年に、たくさんのイベントがなくなり心が痛いです。でも家では以前と変わりなく過ごしているので、日々の学校生活でストレス発散はでき
ているのかと思っています。いつもありがとうございます 

○マスク着用の世の中になり表情が見えにくくなりとても寂しく思います。学校生活でマスクを外すタイミングがあったら、たくさん写真を撮っていただいてホ
ームページ等で見せていただけたらうれしく思います。子どもたちの笑顔や成長を見られればと思います。 

○今後コロナウィルスの感染が拡大していく中で、休校になった際のオンライン授業の導入についてどうなっているか知りたい。（同意見 1） 
○今時、運動会で親子でお弁当を食べるのはやめたほうがいいと思います。教室で子どもたちだけで食べるのが一般的です。 
○ドリームフェスタは継続してやってもらいたいと思います。 
○子どもの担任の先生が、次の学年で持ち上がりになったりすることもなく、途中でおいでなくなることがあり（いろんなご都合があるので仕方ないと思います）
なんとなく置いてけぼりというか、うまく伝えられないのですが、少し寂しいなと思うことがあります。子どもたちのトイレがもう少し洋式に変わったり、き
れいになったらうれしいです。 

○グランドの時計の時間が止まっているのが気になります。 
〇ＰＴＡ活動の縮小。 
○トイレの改善。（同意見 1） 

回

答 

●５・６年生ともに宿泊体験が中止になりましたが、その代わりとして５年生は 10 月に、６年生は９月に、自然の家での日帰りの活動を行います。 
●オンライン授業について、学校ではオンライン会議ソフトの導入や研修を行っています、同時に、学校用アカウントの取得や、子ども側の通信環境の準備など、
町教委や、保護者の方の協力も得ながら進めていきたいと考えています。 

●トイレについては、掃除時間に教師がいっしょに掃除をするようにしています。また、９月からスクール・サポート・スタッフが配置され、児童トイレを毎日
掃除しています。トイレについてご心配なことがありましたら、担任や養護教諭にご相談ください。 

 

令和２年７月 保護者アンケート  ご意見・ご質問とその回答 

・個別の担任に対していただいたもの、職員全体に対していただいたものなど、たくさんのご意見・ご感想がありました。担任に対してのものはそれ

ぞれの担任に、職員全体の姿勢については職員会議などで確認・検討をし、改善を図りながら今後の参考とさせていただきます。これからも本校の

教育活動にご理解とご協力をお願いいたします。 


